
JP 2010-273620 A 2010.12.9

10

(57)【要約】
【課題】グリップ被覆体、及び、可動フードに対して効
果的な改造を施すことによって、滑り難くかつ握り心地
の良い筒状リールシートを提供する。
【解決手段】可動フード５に、足部を挿入保持するフー
ド本体５Ａと可動フード５を竿軸芯方向に移動させるナ
ット部材７との連結膨出部５ｋを設け、リール脚挿入保
持部５ａの存在部位と連結膨出部５ｋとの間に、小径に
絞り込まれた指置き部５ｊを形成する。シートベース２
に固定フード３とシートベース面を覆う軟質のゴムグリ
ップ６とを設け、固定フード３の形成部位より竿軸芯Ｘ
を挟んで反対側に径方向の外方に突出する膨出部６Ｂを
ゴムグリップ６に形成してある。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートベースにリール脚の先端に屈曲形成した一方の足部を挿入保持する可動フードを
設け、前記可動フードを竿軸芯方向に移動させるナット部材を可動フードに連結し、前記
可動フードに、前記足部を挿入保持するリール脚挿入保持部を備えたフード本体と前記ナ
ット部材との連結膨出部を設け、前記可動フードにおける前記リール脚挿入保持部の存在
部位と前記連結膨出部との間に、前記連結膨出部より小径に絞り込まれた指置き部を形成
し、
　前記シートベースにおける前記可動フードに対向する位置に、リール脚の先端に屈曲形
成した他方の足部を保持する固定フードと、前記シートベースの外周面を覆う前記シート
ベースより軟質のグリップ被覆体とを設け、前記固定フードの形成部位より竿軸芯を挟ん
で反対側に径方向の外方に突出する膨出部を前記グリップ被覆体に形成してある筒状リー
ルシート。
【請求項２】
　前記グリップ被覆体における前記可動フードに対向する側端開口縁において、リール脚
を載置する側に位置するリール脚がわ側端開口縁部に対して、前記膨出部が形成された側
に位置する膨出部がわ側端開口縁部を、竿軸線方向において前記可動フード側に突出する
状態に延出している請求項１記載の筒状リールシート。
【請求項３】
　前記グリップ被覆体の前記可動フードに対向する周縁部の外周面と、前記可動フードの
前記固定フードに向う開口部の外周面と、前記周縁部と前記開口部との間に位置するシー
トベース面とが、面一状態で連なっている請求項１又は２記載の筒状リールシート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、筒状のシートベースにリール脚の先端に屈曲形成された足部を保持する可動
フードと、シートベースにこのシートベースよりも軟質のグリップ被覆体を設けてある筒
状リールシートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　シートベース（公報内名称：リールシート本体１２）に、可動フード（公報内名称：移
動フード１６）を装着し、可動フードより竿先側にグリップ被覆体（公報内名称：柔軟部
材３２）を射出成形で一体的に装着していた（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２７１８１５号公報（段落〔００１８〕、〔００２４〕、
図１～３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　グリップ被覆体は、シートベースの外周面と略面一状態に形成してあった。したがって
、水分の残った手指でリールシートを握り込むと手が滑る等の不具合が出て、釣り操作の
円滑さを欠いていた。
【０００５】
　本発明の目的は、グリップ被覆体、及び、可動フードに対して効果的な改造を施すこと
によって、滑り難くかつ握り心地の良いリールシートを提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　〔構成〕
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　請求項１に係る発明の特徴構成は、シートベースにリール脚の先端に屈曲形成した一方
の足部を挿入保持する可動フードを設け、前記可動フードを竿軸芯方向に移動させるナッ
ト部材を可動フードに連結し、前記可動フードに、前記足部を挿入保持するリール脚挿入
保持部を備えたフード本体と前記ナット部材との連結膨出部を設け、前記可動フードにお
ける前記リール脚挿入保持部の存在部位と前記連結膨出部との間に、前記連結膨出部より
小径に絞り込まれた指置き部を形成し、
　前記シートベースにおける前記可動フードに対向する位置に、リール脚の先端に屈曲形
成した他方の足部を保持する固定フードと、前記シートベースの外周面を覆う前記シート
ベースより軟質のグリップ被覆体とを設け、前記固定フードの形成部位より竿軸芯を挟ん
で反対側に径方向の外方に突出する膨出部を前記グリップ被覆体に形成してある点にあり
、その作用効果は次の通りである。
【０００７】
　〔作用効果〕
　シートベースにおけるリール脚挿入保持部の存在部位と連結膨出部との間に、連結膨出
部より小径に絞り込まれた指置き部を形成したので、リール脚の足部とリールシートとを
共握りする指が指置き部に当てがわれることとなる。
　そうすると、指置き部に当てがわれた指は、リール脚挿入保持部の存在部位と連結膨出
部との間で絞り込まれた小径の指置き部において安定することとなる。
　一方、グリップ被覆体においては、固定フードの存在側とは反対側において、径方向の
外方に突出する膨出部を形成してあるので、リール脚の足部とリールシートとを共握りす
る手の掌の部分がこの膨出部に当てがわれる。
　以上のように、固定フード側では、グリップ被覆体の膨出部によって手の載置状態が安
定し、可動フード側では、指置き部によって指の握りが安定し、グリップ被覆体の膨出部
と指置き部との協働作用によって、安定した握りで釣り操作を快適に行うことができる。
【０００８】
　〔構成〕
　請求項２に係る発明の特徴構成は、前記グリップ被覆体における前記可動フードに対向
する側端開口縁において、リール脚を載置する側に位置するリール脚がわ側端開口縁部に
対して、前記膨出部が形成された側に位置する膨出部がわ側端開口縁部を、竿軸線方向に
おいて前記可動フード側に突出する状態に延出している点にあり、その作用効果は次の通
りである。
【０００９】
　〔作用効果〕
　膨出部がわ側端開口縁部をリール脚がわ側端開口縁部に対して、竿軸線方向において可
動フード側に突出するように延出したので、グリップ被覆体の膨出部がわ側端開口縁部を
可動フードの存在側に張設範囲を広げることができる。
　これによって、リールシートとリール脚の足部とを共握りする手の平に接触する部分を
グリップ被覆体で広く覆うことができ、手の平を圧迫することがなく、かつ、痛みを感じ
難いリールシートとすることができた。
【００１０】
　〔構成〕
　請求項３に係る発明の特徴構成は、前記グリップ被覆体の前記可動フードに対向する周
縁部の外周面と、前記可動フードの前記グリップ被覆体に向う開口部の外周面と、前記周
縁部と前記開口部との間に位置するシートベース面とが、面一状態で連なっている点にあ
り、その作用効果は次の通りである。
【００１１】
　〔作用効果〕
　つまり、グリップ被覆体とシートベース面と可動フードの外周面とが面一状態に構成し
てあるので、リールシートとリール脚の足部とを共握りする手の平に接触する部分を段差
の少ない面にでき、手の平を圧迫することがなく、かつ、痛みを感じ難いリールシートと
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することができた。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】釣り竿を示す全体側面図である。
【図２】グリップ被覆体と可動フードをシートベースに取り付ける前の状態を示す　分解
斜視図である。
【図３】シートベースに可動フードを取り付ける前の状態を示す分解斜視図である　。
【図４】シートベースに可動フード、グリップ被覆体を装着した状態を示す斜視図　であ
る。
【図５】グリップ被覆体と可動フードをシートベースに取り付ける前の状態を示す　分解
側面図である。
【図６】（ａ）シートベースに可動フード、グリップ被覆体を装着したリールシー　トを
示す平面図、（ｂ）シートベースに可動フード、グリップ被覆体を装着したリール　シー
トを示す側面図である。
【図７】グリップ被覆体と可動フードをシートベースに取り付ける前の状態を示す　分解
縦断側面図である。
【図８】シートベースに可動フード、グリップ被覆体を装着したリールシートを示　す縦
断側面図である。
【図９】可動フードをシートベースに装着した状態を示す縦断正面図である。
【図１０】シートベースのリール脚の元側足部を載置する元側載置面とは１８０°　反対
側の表面に、可動フードとの干渉を回避する為の凹入部を形成した状態を示す縦断側面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　〔第１実施形態〕
　　本発明を釣り竿Ａに適用する形態について説明する。
　釣り竿Ａは、図１～図４に示すように、握り部を備えた竿体としての元竿１に、スピン
ニングリール１０を取り付ける筒状リールシートＢを装着し、筒状リールシートＢのシー
トベース２に可動フード５を取り付けて構成してある。
【００１４】
　シートベース２には、可動フード５と協働でスピニングリール１０のリール脚１０Ａの
先端において竿先側に屈曲形成されている先側足部１０ａを保持する固定フード３が一体
形成されており、固定フード３の形成部位より竿元側には可動フード５を移動駆動させる
ナット部材７を螺着する雌ねじ部４が設けてある。
　図４，８，９に示すように、可動フード５には、リール脚１０Ａの先端において竿元側
に屈曲形成されている元側足部１０ａを保持するフード本体５Ａと、フード本体５Ａ内に
装着されている樹脂製の脚押さえ体５Ｂとが備えられており、フード本体５Ａを竿軸線Ｘ
方向に螺進移動させるナット部材７がそのフード本体に連結されている。
【００１５】
　シートベース２について説明する。
　図５に示すように、シートベース２は、ポリエステル、ＡＢＳ、ＰＥＴ等のエンジニア
リング樹脂を使用した筒状体である。前記したように、竿先半部に外向きに盛り上がって
いる固定フード３を形成してあり、固定フード３のフード内部に入り込む状態で先側載置
面２Ａを形成してある。この先側載置面２Ａでリール脚１０Ａの先端において竿元側に屈
曲形成されている先側足部１０ａを載置支持すべく構成してある。
　先側載置面２Ａの竿元側に、位置決め用の環状鍔２Ｃが設けてあり、環状鍔２Ｃの更に
竿元側に、可動フード５内に入り込む元側載置面２Ｂを形成してあり、この元側載置面２
Ｂでリール脚１０Ａの先端において竿元側に屈曲形成されている元側足部１０ａを載置支
持すべく構成してある。
【００１６】
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　先側載置面２Ａの竿軸線Ｘに対して直交する面で切断した断面形状は、先側足部１０ａ
の背面に沿った円弧状断面を呈しており、先側載置面２Ａに先側足部１０ａを載置した際
に、載置状態が安定するように構成してある。
【００１７】
　先側載置面２Ａの竿元側に、位置決め用の環状鍔２Ｃが設けてあり、環状鍔２Ｃの更に
竿元側に、可動フード５内に入り込む元側載置面２Ｂを形成してあり、この元側載置面２
Ｂでリール脚１０Ａの先端において竿元側に屈曲形成されている元側足部１０ａを載置支
持すべく構成してある。
【００１８】
　環状鍔２Ｃは、図２及び図５に示すように、元側載置面２Ｂの両横側方に幾分張り出し
た状態から略シートベース２の周面に沿って周回する状態で巡らされている。環状鍔２Ｃ
より竿先側には、後記するグリップ被覆体としてのゴムグリップ６を被着する為の取付座
２Ｄが形成してある。取付座２Ｄは、環状鍔２Ｃより一段凹入する面に形成してあり、図
４及び図６に示すように、ゴムグリップ６をこの取付座２Ｄに装着した際に、ゴムグリッ
プ６の外周面と環状鍔２Ｃの外周縁とを面一状態に設定して、高さを揃えるように形成し
てある。ここに、環状鍔２Ｃの外周縁をシートベース面と称する。
【００１９】
　図２及び図５に示すように、固定フード３は、取付座２Ｄより一段突出する状態に外面
３Ａが形成してあり、固定フード３の外面３Ａも、ゴムグリップ６を取付座２Ｄに装着し
た状態で、そのコム製カバー６の外面と面一状態となるように構成してある。
　取付座２Ｄにおける固定フード３の存在側とは反対側の面（図面上では下側の面）と固
定フード３の横側方側の面には、シートベース２の軸線方向に沿った突条２ａが形成して
ある。この突条２ａが取付座２Ｄに装着したゴムグリップ６の内周面に形成した後記する
長溝６ｅに係合して、ゴムグリップ６の捲れ上がりを抑制する構成を採っている。
【００２０】
　先側載置面２Ａと元側載置面２Ｂとの間にも、一段凹入する面としての繋ぎ部分２ｃが
形成してある。この繋ぎ部分２ｃは取付座２Ｄの他の部分と段差の無い状態に連なってお
り、先側載置面２Ａと元側載置面２Ｂとの間の繋ぎ部分２ｃも取付座２Ｄの一部を形成す
る。後記するゴムグリップ６を取付座２Ｄに装着した状態で、ゴムグリップ６の外面と、
先側載置面２Ａ及び元側載置面２Ｂとが面一状態となるように構成してある。
【００２１】
　シートベース２におけるリール脚１０Ａの先側足部１０ａと元側足部１０ａを載置する
部位について詳述する。図２及び図４～図８に示すように、先側載置面２Ａは断面形状と
しては前記したように、円弧状を呈する形状を採っているが、図６に示すように平面視で
は、竿元側に向う程、徐々に、左右方向での横幅を狭める形状を呈している。
　一方、元側載置面２Ｂは竿先側に位置する部分では略一定の広い横幅を呈し、竿元側端
部において左右方向での横幅を狭める形状を呈している。図６に示すように、先側載置面
２Ａと元側載置面２Ｂとの間でゴムグリップ６の取付座２Ｄの一部を形成する繋ぎ部分２
ｃにおいては、先側載置面２Ａの竿元側端の横幅Ｌ１と元側載置面２Ｂの竿先側端の横幅
Ｌ２とに連続的に繋がるような横幅を呈している。
【００２２】
　図２，図４，図６に示すように、先側載置面２Ａの両横側方には、皿状の左右の先側傾
斜凹入面２ｅを形成してあり、この皿状の左右の先側傾斜凹入面２ｅは、竿軸芯方向に向
けて僅かに凹入する形状に形成してあり、かつ、左右の先側傾斜凹入面２ｅにおける先側
載置面２Ａ側に位置する端部ほど左右の間隔を狭める上向き（図面上で）の傾斜状態に形
成してある。元側載置面２Ｂの両横側方にも、同じように、上向きの元側傾斜凹入面２ｆ
を形成してあり、更に、取付座２Ｄにおいて繋ぎ部分２ｃ以外の周面部分は、取付座２Ｄ
の一部を構成する円弧状面２ｇに形成してある。円弧状面２ｇは、取付座２Ｄの一部を構
成する部分であるので、竿先側に位置する斜め上向き先側傾斜凹入面２ｅと竿元側に位置
する斜め上向きの元側傾斜凹入面２ｆよりも、ゴムグリップ６の厚みに相当するだけの深
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さで凹入形成されている。
【００２３】
　次に、グリップ被覆体としてのゴムグリップ６について説明する。図２及び図４～図８
に示すように、ゴムグリップ６は、ＮＢＲ等のゴムを材料とした筒状体であり、取付座２
Ｄに装着した状態で固定フード３をゴムグリップ６より突出させるように、楕円状の抜き
孔６Ａが形成してある。
【００２４】
　ゴムグリップ６における抜き孔６Ａより竿先側の部分６Ｃは、竿先側の開口部６ｂに近
接する程小径化する緩円錐筒状に形成してある。一方、ゴムグリップ６の竿元側にも筒状
の竿元側の部分６Ｄが形成してあり、竿元側の部分６Ｄには図２における図面上で上面位
置に足部１０ａを受け止める載置面部６ｃと、その載置面部６ｃの両横側方側に竿軸芯方
向に向けて凹入する状態で、かつ、載置面部６ｃ側に位置する端部ほど互いの左右間隔を
狭めるように上向き傾斜状態にある皿状の左右の中間傾斜凹入面部（横側部分）６ｄが形
成してある。
　図４及び図６に示すように、中間傾斜凹入面部６ｄによって、ゴムグリップ６を所定位
置に装着した際に、シートベース２に形成された斜め上向き傾斜凹入面２ｅとゴムグリッ
プ６の斜め上向き傾斜面６ｄとが段差無く繋がることとなっている。
【００２５】
　図５～図８に示すように、抜き孔６Ａの存在側とは１８０°反対側（図面上では下面）
には、他の部分よりやや外方に膨出する膨出部６Ｂが設けてあり、この膨出部６Ｂに宛が
われる手指が滑り難いように、表面加工が施してある。つまり、表面の滑りを抑制するた
めに、細かい凹凸を形成する梨地加工が施してある。
　この膨出部６Ｂの内周面には、抜き孔６Ａの存在側とは１８０°反対側（図面上で下側
内周面）及び左右の両側面の３箇所に、竿軸線Ｘ方向に沿った細幅の長溝６ｅが形成して
あり、ゴムグリップ６をシートベース２に装着した際に、シートベース２に突出形成した
突条２ａに細幅の長溝６ｅが外嵌係合して、ゴムグリップ６の位置決めを行うとともにゴ
ムグリップ６の捲れ上がりを抑制する構成を採っている。
【００２６】
　以上のような構成になるゴムグリップ６を、図４に示すように、竿元側開口６ａから取
付座２Ｄに外嵌装着すると、ゴムグリップ６の外面が固定フード３の外面３Ａと面一状態
に、かつ、竿元側開口６ａを囲む外縁（前記可動フードに対向する側端開口縁の一例）が
環状鍔２Ｃに当接し、ゴムグリップ６の外面が環状鍔２Ｃの外面と面一状態に連なる。
【００２７】
　図４及び図６に示すように、ゴムグリップ６を取付座２Ｄに装着した状態で、先側載置
面２Ａと、元側載置面２Ｂと、ゴムグリップ６における載置面部６ｃとを、竿軸線Ｘに沿
った方向で連続する足部載置面に形成する。図６（ａ）に示すように、足部載置面の横幅
を、竿軸線Ｘに沿った方向で中間に位置する部分の横幅ほど絞り込んで狭くなるように形
成してある。
【００２８】
　先側載置面２Ａ、元側載置面２Ｂの両横側方に位置する部分を円弧面に形成するのでは
なく、前記した先側傾斜凹入面２ｅとして上向きの傾斜面に形成することによって、その
両側方に対応する部分の外径を小さくでき、かつ、足部載置面の竿軸線に沿った方向で中
間に位置する部分の横幅ほど絞り込んで狭くなるように形成したので、シートベース２に
取付られたリール脚１０Ａの先側足部１０ａ、及び、元側足部１０ａをそのシートベース
２とともに握り込む際に握り易い。
　しかも、後記するように、ゴムグリップ６を円弧状面２ｇに装着した際に、ゴムグリッ
プ６に形成した中間傾斜凹入面６ｄが、竿先側に位置する斜め上向きの先側傾斜凹入面２
ｅと段差なく連続する状態となるので、手指や掌を圧迫することが少なく、仕掛けの打ち
込みや魚の釣り上げ操作を行う場合に、手が痛くならず負担も少ない。
【００２９】
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　可動フード５について説明する。図２～図９に示すように、可動フード５は、アルミニ
ュウムやチタン等の軽量金属製のフード本体５Ａと、そのフード本体５Ａのリール脚挿入
用保持部５ａに内装されるゴム製または合成樹脂製の脚押さえ体５Ｂとを装備している。
　脚押さえ体５Ｂは、リール脚挿入用保持部５ａに内装されるように、略円弧状を呈する
ものであり、フード本体５Ａの竿先側端に鍔部５ｂを突出させるとともに、左右中央部に
突起５ｃを設け、この突起５ｃをフード本体５Ａの天井部分に形成した抜き孔５ｄ内に嵌
合させて、脚押さえ体５Ｂの位置決めを行っている。
【００３０】
　フード本体５Ａは、図９に示すように、断面形状として、シートベース２に外嵌する略
４分の３円弧状を呈する部分と、図面上で略４分の３円弧状を呈する部分の上方に位置す
るアーチ状を呈するリール脚挿入用保持部５ａとを一体形成した縦長い楕円状を呈するも
のであり、成形型で一体形成される。
　フード本体５Ａは、前記したように、成形型で一体形成されるものであるために、シー
トベース２の外周面に密着する程高い成型性を示していないので、従来は、フード本体５
Ａを所定位置に装着した状態で、円周方向でのガタ付きが出ることがあった。
【００３１】
　そこで、ズレ動き抑制機構Ｃを設けてそのガタ付きを抑制することとした。ここでは、
まず、フード本体５Ａと脚押さえ体５Ｂとの取り付け構造について説明しその後ズレ動き
抑制機構Ｃについて説明する。
　つまり、図９に示すように、フード本体５Ａにおける略４分の３円弧状を呈する部分と
アーチ状を呈するリール脚挿入用保持部５ａとの接続部位近傍には、上向き段差部５ｅが
設けてある。
　一方、脚押さえ体５Ｂには、左右の両下端部近傍の外面に下向き段差部５ｇが形成して
ある。脚押さえ体５Ｂをフード本体５Ａのリール脚挿入用保持部５ａ内に挿入した際に、
脚押さえ体５Ｂの下向き段差部５ｇがフード本体５Ａの上向き段差部５ｅに上方から当接
して、脚押さえ体５Ｂが装着支持される。
【００３２】
　脚押さえ体５Ｂの左右両側下端部には、厚さの薄い袴部５ｈが下方に向けて延出してあ
り、袴部５ｈは下方に向って徐々に厚みを薄くする構成を採っている。　　一方、シート
ベース２の袴部５ｈに対応する外面は、前記したように、上向きに凹入傾斜する皿状の元
側傾斜凹入面２ｆが形成してある。そして、袴部５ｈが元側凹入面２ｆに接触し受止られ
ることによって、袴部５ｈの下端部をフード本体５Ａとシートベース２の外周面とで挟み
込み固定するように構成してある。
【００３３】
　このような構成によって、可動フード５が脚押さえ体５Ｂとともに、円周方向へ回転し
ようとしても、袴部５ｈの下端部がフード本体５Ａとシートベース２の外周面とで挟み込
み固定されて回転が抑制される。したがって、可動フード５の円周方向でのガタ付きが抑
制され、筒状リールシートＢを握る手指が安定する。
【００３４】
　このように、金属製のフード本体５Ａではなく、樹脂製またはゴム製の脚押さえ体５Ｂ
に袴部５ｈを形成することによって、ズレ動き抑制機構Ｃを構成したので、フード本体５
Ａとシートベース２の外周面とが多少の固体誤差を持って形成された場合にも、脚押さえ
体５Ｂの樹脂またはゴムの弾性変形力によって、袴部５ｈの下端部をフード本体５Ａとシ
ートベース２の外周面とで挟み込み固定する状態が確実に維持されて、良好なズレ動き抑
制機能を発揮するズレ動き抑制機構Ｃが構成される。
【００３５】
　図２～図６に示すように、可動フード５のフード本体５Ａは、リール脚１０Ａを保持す
るリール脚挿入用保持部５ａから竿元側に向けて外径が細くなる中間縮径部（指置き部の
一例）５ｊを形成してあり、中間縮径部５ｊより竿元側に中間縮径部５ｊの外径より大径
の受止部５ｋを形成してある。大径の受止部５ｋの位置で可動フード５のフード本体５Ａ
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とナット部材７とを相対回動しながら、竿軸線Ｘ方向に沿って一体でスライド移動自在に
連結している。ここに、受止部５ｋを連結膨出部とする。
【００３６】
　以上のような構成により、リール脚１０Ａと筒状リールシートＢとを共握りして釣り動
作を行う場合に、手の掌がゴムグリップ６の膨出部６Ｂに掛って竿先側への移動が抑制さ
れる状態にあり、小指が可動フード５の中間縮径部５ｊに掛って受止部５ｋによって竿元
側への移動が抑制されており、握りの状態が安定する構成となっている。
【００３７】
　図２～図６に示すように、ゴムグリップ６を受け止める環状鍔２Ｃは、元側載置面２Ｂ
を除く全周面に亘って巡らされており、元側載置面２Ｂ存在側とは１８０°反対側に至る
程、竿元側に偏位するように形成されている。このような構成によって、環状鍔２Ｃに当
接して位置決めされるゴムグリップ６の竿元側端（膨出部がわ側端開口縁部の一例）は、
元側載置面２Ｂ存在側の側端（リール脚がわ側端開口縁部の一例）とは１８０°反対側に
おいて、竿元側のナット部材７に近接する方向に入り込んで位置することとなる。つまり
、図５に示すように、環状鍔２Ｃの竿先端側において想定した基準線Ｙよりも、ゴムグリ
ップ６の竿元側端は、竿元側に延出されている。
【００３８】
　しかも、可動フード５においても、図５及び図７に示すように、フード本体５Ａの竿先
側端５Ｃの開口縁の側面視形状は、リール脚挿入保持部５ａを形成する上半部５ｆとシー
トベース２に外嵌される下半部５ｐとの中間位置に対応する部分が、最も竿先側に突出す
る形状に形成してある。下半部５ｐでは、環状鍔２Ｃに沿うように、リール脚挿入保持部
５ａの存在側とは１８０°反対側に至る程、フード本体５Ａの竿先側端５Ｃの開口縁の側
面視形状が竿元側に偏位する状態に形成されている。
　したがって、環状鍔２Ｃと可動フード５とが共にリール脚載置側とは１８０°反対側の
面において竿元側に偏位した形状を呈するので、前記した基準線Ｙよりも竿元側において
、ゴムグリップ６が竿元側に入り込んで露出する状態にある。
【００３９】
　このような構成によって、リール脚１０Ａをシートベース２と共に握った手指における
親指部分がゴムグリップ６に当てがわれることとなって、圧迫感を感じることが少ない。
【００４０】
　なお、図１及び図４に示すように、可動フード５は、環状鍔２Ｃに当接することによっ
て、固定フード３の存在側への移動が規制されている。つまり、可動フード５のリール脚
挿入用保持部５ａに装着された脚押さえ体５Ｂの左右両側端が、環状鍔２Ｃの上端に当接
するとともに、フード本体５Ａの竿先側端５Ｃも環状鍔２Ｃに当接して、固定フード３側
への移動が規制される。
　このような構成によって、可動フード５の外周面と環状鍔（シートベース面の一例）２
Ｃとゴムグリップ６の外周面とが略面一状態に連なることとなり、その部分を握る手に圧
迫感を与えることが少ない。
【００４１】
　図３及び図７～図９に示すように、可動フード５のリール脚挿入用保持部５ａとは１８
０°反対側には、内向きに突出する係合突起５ｎが設けてあり、シートベース２の竿元端
に設けてある雌ネジ部４に形成したガイド溝４ａに係合突起５ｎを係合させることによっ
て、可動フード５をナット部材７の回転によって、シートベース２の軸線方向に沿ってス
ライド移動可能に構成してある。
【００４２】
　図３，図５及び図７に示すように、シートベース２における元側載置面２Ｂ存在側とは
竿軸芯Ｘを挟んで反対側には、竿軸芯Ｘに向って凹入する凹入部２ｄを形成してある。
　凹入部２ｄは、ガイド溝４ａの竿先端と環状鍔２Ｃとの間において、円周方向での横幅
が略３０°位に亘る範囲に凹入形成されている。尚、凹入部２ｄとしては、可動フード５
との干渉を回避する範囲で、円周方向での横幅を３０°から９０°に至る範囲で採っても
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良い。
【００４３】
　このような凹入部２ｄを設けた理由は次のようなものである。
　つまり、リール脚１０Ａを保持すべく、可動フード５がナット部材７とともに移動する
と、脚押さえ体５Ｂがリール脚１０Ａの元側足部１０ａの甲部分に形成された傾斜面１０
ｂに乗り上る状態になるので、可動フード５は、リール脚１０Ａの元側足部１０ａによっ
て持ち上げられたような状態となり、シートベース２に対して偏芯した状態となる。
【００４４】
　そうすると、可動フード５のフード本体５Ａにおける固定フード３側に向う開口縁にお
いて、リール脚挿入用保持部５ａとは反対側の端縁がシートベース２の外周面に食い込む
ような状態になる。
【００４５】
　シートベース２の表面には、ウレタン樹脂塗料やエポキシ樹脂塗料等の適宜塗料が選択
されて、刷毛や吹き付けによって塗装されている。
　そうすると、前記反対側の端縁がシートベース２の外周面に食い込むような状態になる
と、塗装面が剥がれる等の不具合が起こり得る。
　そこで、前記したように凹入部２ｄを形成してあるので、可動フード５の反対側端縁が
シートベース２の外周面に食い込むことが抑制されて、塗料が剥がれる等の不具合を抑制
することができる。
【００４６】
　〔第１実施形態における別実施形態〕
（１）　グリップ被覆体６としては、ゴム製でなくともよく、シートベース２の材質より
軟質の材料で構成されていればよい。
（２）　前記実施形態においては、グリップ被覆体６における可動フード５に対向する側
端開口縁において、リール脚を載置する側に位置するリール脚がわ側端開口縁部に対して
、前記膨出部が形成された側に位置する膨出部がわ側端開口縁部を、竿軸線方向において
突出する状態に延出している状態を示した。ここでは、リール脚がわ側端開口縁部に対し
て、膨出部がわ側端開口縁部を、竿軸線方向において同一位置に位置するように、側端開
口縁の形状を竿軸線Ｘに対して直交する面に平行な面で切断した面に形成してもよい。
（３）　前記実施形態においては、グリップ被覆体６と、環状鍔部２Ｃと、可動フード５
とが面一状態で連なっている構成について説明したが、少なくとも、いずれか一つが径方
向において、突出する構成を採ってもよい。
【００４７】
　〔第２実施形態〕
　第１実施形態の内、シートベース２に環状鍔２Ｃを形成していない実施形態のものを第
２実施形態とする。環状鍔２Ｃを設けていない部分は、シートベース２における他の外周
面と面一状態に形成する。
【００４８】
　〔第３実施形態〕
　第１実施形態の内、シートベース２に凹入部２ｄを形成していない実施形態のものを第
３実施形態とする。凹入部２ｄを形成しない部分は、シートベース２における他の外周面
と面一状態に形成する。
【００４９】
　〔第４実施形態〕
　第１実施形態の内、ズレ動き抑制機構Ｃは設けない実施形態のものを第４実施形態とす
る。従って、脚押さえ体５Ｂの袴部５ｈは形成しない。
【００５０】
　〔第５実施形態〕
　第１実施形態の内、シートベース２には先側傾斜凹入面２ｅと元側傾斜凹入面２ｆとを
形成していない実施形態のものを第５実施形態とする。従って、シートベース２の先側載



(10) JP 2010-273620 A 2010.12.9

10

置面２Ａと元側載置面２Ｂの両横側方には、傾斜面ではなく、円弧面を形成してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　本願発明は、筒状リールシートＢを装備する磯竿、船竿等に適用することができる。
【符号の説明】
【００５２】
２　　　　　　シートベース
５　　　　　　可動フード
５Ａ　　　　　フード本体
５ａ　　　　　リール脚挿入用保持部
５ｊ　　　　　中間縮径部（指置き部）
５ｋ　　　　　受止部（連結膨出部）
６　　　　　　ゴムグリップ（グリップ被覆体）
６Ｂ　　　　　膨出部
７　　　　　　ナット部材
１０Ａ　　　　リール脚
１０ａ　　　　足部
Ｘ　　　　　　竿軸芯

【図１】 【図２】
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